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12月26日 三十三俵の奉納（蒔田・金比羅宮） 

占出意智男さんをはじめとする蒔田地区の有志らが12月26日、五穀豊穣と無病息災を願い、金比羅宮の鳥居

に「三十三俵」を奉納しました。 

最近では珍しくなった三十三俵の奉納。蒔田地区では、蒔田むらづくり推進協議会が平成10年に日本農林漁

業振興会長賞を受賞したのを機に復活させ、以来毎年行っています。吉田さんは「来年以降も元気なうちは続け

ていきたい。できれば若い人たちに継承してほしい」と話していました。 
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輝
か
し
い
二
十
一
世
紀
の
年
頭

に
あ
た
り
謹
ん
で
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
 

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
昨
年
の
 

「車
検
切
れ
」
 
によ
る
マ
イ
カ
ー
 

で
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
、
衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
 

幸
い
に
し
て
人
身
事
故
に
は
至
 

ら
ず
、
ま
た
、
年
末
に
は
不
起
訴

処
分
が
確
定
し
た
と
は
い
え
、
今

さ
ら
な
が
ら
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
体
験
を

今
後
の
交
通
安
全
運
動
に
役
立
て

る
こ
と
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た
使

命
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

さ
て
、
過
疎
化
の
進
行
と
景
気

低
迷
に
よ
り
町
内
の
商
工
業
や
農
 
 

林
業
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
中
で
、
昨
年
四
月
に
開
館

し
た
「
津
軽
三
味
線
会
館
」
は
、
 

津
軽
三
味
線
の
生
演
奏
が
堪
能
で

き
る
こ
と
か
ら
観
光
客
に
好
評
を

博
し
、
隣
接
す
る
太
宰
治
記
念
館
 

「斜
陽
館
」
、観
光
物
産
館
「
マ
デ

ィ
ニ
ー
」
と
と
も
に
連
日
に
ぎ
わ

っ
て
お
り
、
奥
津
軽
の
観
光
拠
点

に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
 

今
年
は
こ
れ
ら
の
施
設
と
連
動

さ
せ
、
産
業
振
興
に
よ
る
町
の
活

性
化
を
め
ざ
し
た
基
本
計
画
を
策

定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

町
の
活
性
化
に
は
、
若
年
層
の
定

着
化
が
急
務
で
あ
り
、
男
子
雇
用

型
企
業
の
誘
致
に
全
力
を
傾
注
す

る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

平
成
十
年
度
に
着
手
し
た
蒔
田

地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
 

（
下
水道
施
設
）
は
、今
秋
に
は

一

部
供
用
開
始
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

り
、
生
活
環
境
の
改
善
に
資
す
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
皮
切
り
に
各
地
区
に
順
次
整

備
を
進
め
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
金
木
川
改
修
事
業
に
よ

る
跡
地
の
活
用
や
老
朽
化
し
た
町

営
住
宅
の
建
て
替
え
な
ど
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
反

映
さ
せ
た
基
本
計
画
を
策
定
し
、
 

町
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
も
重
要
 
 

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
 

新
世
紀
と
は
い
え
、
少
子
・
高

齢
化
の
進
展
と
日
常
生
活
圏
の
広

域
化
、
地
方
分
権
の
進
展
と
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
く
中
で
、
地
方

自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
著

し
く
多
様
化
・
高
度
化
し
て
き
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す

る
有
力
な
手
段
の

ー
つ
と
し
て
市

町
村
合
併
が
さ
け
ば
れ
て
お
り
ま

す
。
市
町
村
合
併
は
、
各
地
区
の

将
来
や
町
民
の
皆
様
の
生
活
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
 

、
 

約
ニ
千
七
百
種
も
生
息
 

は
ち
ゆう
 

蛇
は
肥
虫
類
ヘ
ビ亜
目
の
動
物
で
、
 

ト
カ
ゲ
と同
じ
祖
先
を
もつ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

体
は
細
長
く
、四
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

細
い
舌
の
先端
は
二
また
に
分
か
れて

い
て
よ
く
動
き
ます
。
こ
ん
な
異
様
な

外
見
か
ら
、蛇
を
嫌
う
人
が
多
い
よ
」つ

で
す
。
 

蛇
は
温
帯
、熱
帯
、
亜
熱
帯
に
多
く

生
息
し
、ア
ラ
ス
力
、シ
ベ
リ
アな
ど

寒
い
地
方
にも
い
ます
。
全
世
界
に約

二
千
七
百
種
も
い
る
と
いわ
れ
て
い
ま

す
。
 
 

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
活
発
な
議
論

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
の
充
実
や
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
た
福
祉
対
策
の
さ
ら

な
る
向
上
な
ど
、
地
方
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

今
後
と
も
至
誠
一
貫
、
町
政
伸
展

の
た
め
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

ノ
 

蛇
は
悪
者
？
 
神
7
 

日
本
の
神
話
に登
場
す
る
蛇
はヤ
マ

タ
ノ
オ
ロ
チ（
ハ
岐
大蛇
）
と
い
って
、
 

頭
が
ハ
つ
尾
がハ
つ
、体
の
長
さ
はハ

つ
の
谷
を
越
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。そ
の
オ
ロチ
が
娘
を
食
い
に
き

て
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
い
う
神
に

退
治
さ
れた
と
いう
話
です
。
 

一
方
、蛇
は
神
格
化さ
れ
、聖
書
や

神
話
にも
し
ば
し
ば
登
場
しま
す
。
ま

た
、
水
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れた
り
、
 

家
の
守り
神
と
して
家
に住
み
つ
く
の

を
喜
ん
だ
り
す
る例
も
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、蛇
は
悪
者
と
して
恐

れ
ら
れ
て
も
いま
す
が
、神
と
して
あ
 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
 

金
木
町

長
 

鳴

海
 
義

男
 

劃
国
凶
回
困
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
 

明
る
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

迎
え
、
町
議
会
を
代
表
し
町
民
の

皆
様
に
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
 

本
年
は
二
十
一
世
紀
の
ス
タ

ー
 

ト
の
年
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
議
員

一
同
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

さ
て
昨
年
は
、
当
町
の
観
光
の

拠
点
と
な
る
斜
陽
館
、
観
光
物
産

館
マ
デ
ィ
ニ
ー
、
津
軽
三
味
線
会

館
の
三
施
設
が
一
体
と
な
り
、
当

町
を
訪
れ
る
多
数
の
観
光
客
に
利

用
さ
れ
、
町
の
活
性
化
の
一
助
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

昨
今
は
、
市
町
村
合
併
の
問
題

が
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
県
で
示
し
た
合
併

パ
タ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
地
域
中
心

都
市
創
造
型
と
い
う
こ
と
で
五
所

川
原
市
と
西
北
十
町
村
の
合
併
パ

タ
ー
ン
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
合
併
す
る
に
は
未
だ
い
く
つ

も
の
難
関
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

輝
か
し
い
二
十
一
世
紀
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
合
併
問
題
を
は
じ

め
、
観
光
、
教
育
、
福
祉
、
生
活

関
連
施
設
等
山
積
み
す
る
諸
問
題

を
、
町
民
の
皆
様
の
意
見
を
拝
聴

し
つ
つ
、
議
決
機
関
と
し
て
皆
様

方
の
負
託
に
応
え
、
町
発
展
に
尽
 
 

力
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
 

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
理
解

を
賜
り
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
り

ま
す
。
 

最
後
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
 

副
議
長
中
谷
 
秀
八

議
 
員
高
杉
 
利
彦

議
 
員
田
中
 

昇

議
 
員
古
川
 
幸
治

議
 
員
秋
元
 

洋
子

議
 
員
田
中
 
賢

一

議
 
員
伊
藤
 
永
慈

議
 
員
川
口

議
 
員
原
田

議
 
員
加
藤

議
 
員
野
宮

議
 
員
桑
田
 

議
 
員
小
田

桐
喜
吉
 

が
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
話
が
世
界
各
地
に伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
 

ま
た
、
毒
蛇
が
恐
れ
ら
れ
、
嫌
わ
れ

る
の
は
もち
ろ
ん
で
す
が
、そ
れ
を
薬

用
に
使
う
例
も
あ
り
、
強
壮
剤
と
し
て

も
珍
重
さ
れて
い
ま
す
。
 

蛇
の
絵
に
足
を
書
き
た
す
 

蛇
は
、古
＜
か
ら
人
間
と
か
かわ
り

が
多
い
動
物
だ
けに
、
蛇
に
関
す
る
故

事
や
こ
と
わ
ざ
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
 

暴
庫
」o

こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
言
葉
で
日
常
会
話
にも
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、こ
ん
な
由
来
があ
り
ま
す
。
 

昔
、
離
の
国
の
役
人
が
、蛇
の
絵
を

一
番
早く
書
い
た
者
が
酒
を
飲
む
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
競
争
を
しま
し
た
。
 

一
人
がい
ち
早
く
完
成
した
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、時
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
の

で
足
を
書
き
た
し
て
し
ま
い
、
負
け
て

し
ま
っ
た
と
い
う話
で
す
。
 

そ
の
こ
と
か
ら
、あ
つ
て
も
意
味
の
 
 な

い
も
の
、
余
計
な
こ
と
と
い
う意
味

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

じ
ゃ
 

「
蛇の
道
は
へ
び
」
も
、よ
く
聞
く

こ
と
わ
ざ
で
す
。
「
じ
ゃ」
と
い
い
 

「
へ
び」
と
い
って
も
、
呼
び
方
が
違
 

「つ
だ
け
で
同
じも
の
。
同
じ
仲
間
の
や

っ
た
こ
と
な
ら
す
ぐに
分
か
る
と
いーつ

意
味
で
す
。
 

や
ぶ
へ
び
 

「
薮
蛇」
「薮
を
つ
つ
い
て
蛇
を
出

す
」
。し
な
く
て
よ
い
こ
と
を
し
て
、
 

か
え
っ
て
よ
く
な
い
結
果
に
な
る
こ
と

で
す
。
 

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
年
に
 

醗
煙
ぎ
出
づ
」
と
い
う言
葉
も
あ

り
ま
す
。冬
眠
し
て
い
た
蛇
が
、春
暖

に
な
っ
て
地
上
に
出
て
く
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
 

み
 

二
十
一
世
紀
の始
ま
り
の
今
年
は
巳

年
。
低
迷
し
て
い
た
景
気
から
脱
出
し

て
春
を
迎
え
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
心

豊
か
に暮
ら
せ
る
年
に
し
た
い
も
の
で

す
。
 

へ
 

年
頭
の
辞
 

金
木
町
議
会
議
長
 

三
 
潟
 
春
樹
 

(3）広報かなぎ 

茂 穂 磐 寛 隆 



逢
坂
 
奉
紀

（
金木
）
 

今
年
も
剣
道
が
ん
ば
り
ま
す
 

太
田
 
梓
美
（

金
木
）
 

芦
野
公
園
に
、
大
き
な
シ
ー
ソ
 

ー
を
作
っ
て
友
達
と
い
っ
ば
い

遊
び
た
い
な
5
 

伊
藤
 
摩
美
（

喜
良

市
）
 

金
木
町
防
衛
少
女
隊
 

見
参
で
す
わ

ー
・
 

外
崎
 

園
果
（
金

木
）
 

わ
た
し
の
笑
顔
は
、
 

金
木
で
一
番
ー
・
 

21世紀 
わたしのページ 
テーマ「金木町」 
昨年の広報かなぎ11月号で募集し、 
みなさんから寄せられた写真や 

イラストをこ紹介します。 

広報かなぎ（4) 

吉
崎
 

聖
志
（

嘉
瀬
）
 

芦
野
公
園
が
大
好
き
 

、
●
ぢ1
知「
‘

・
 

松
尾
 
成
悟
（

金
木

）
 

ぼ
く
の
笑
顔
は
、
 

金
木
町
で
一
番
ー
・
 

白
川
さ
つ
き

（川
倉
）
 

私
が
小
学
校
低
学
年
の
こ
ろ
に現
在
の
銀
行
が

建
っ
て
い
る
辺
り
で行
わ
れ
た
シ
ョ
ー
の
写
真

で
す
。あ
ま
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、す
こ
く

お
も
し
ろ
か
った
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
 



斜
陽
、人
間
失
格
等
、有
名
な
作
品
を
手
が
けた
太
宰
治の
故
郷
であ
る
金

木
町
に
は毎
年
観
光客
が
絶
え
ま
せ
ん
。特
に
、町
中
に
あ
る
斜
陽
館
は
多

く
の
人
が訪
れ
ま
す
。
太
宰
フ
ァン
は
中
を
見
学
して
い
＜
事
で
、大
変
一つ

れ
し
そ
う
な
様
子
で
こ
の金木
町
を後
に
しま
す
。ま
た
、芦
野
湖
の
浮
橋
、
 

地
吹
雪
体
験ツ
ア
ー
。津
軽
を
走
るオ
レ
ン
ジ
色
で
印
象的
な
「
走
れメ
ロ

ス
号
」
。津
軽
三
味
線
会
館
。全
て
金
木
町の
誇
りだ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

町
を
も
っと
誇
れ
るよ
う
僕
達
が頑
張
って
い
きま
し
よう
。
 

ノ
し
（ノ
 

、
、

、
、
 
 

）
 

長
内
 
大
生

（喜
良
市
）
 

ぼ
く
は
B
&
G
ブ

ー
ル
が
 

大
好
き
で
す
 

ン
田
村
直

也
貧
員
市
）
 

金
木
は
ト
マ
ト
 

今年ぱ小人ばるそー！ 

吉崎観〕 

田
中
 
麻

耶
（
嘉
瀬
）
 

私
の
話
す
こ
と
聞
こ
え
る
？

聞
い
て
く
れ
る
？

地
吹
雪

に
向
か
っ
て
叫
ん
で
み
た
。
 

舞
 
，
 
今

“
 

私
は
、
こ
の
け
し
き
が
す
こ
く
好
き
な
の
で
、
こ

の
場
所
に
も
う
少
し
木
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。
 

加
藤
 
正

泰
（
喜
良
市
）
 

運
動
公
園
 

一
一
」
 
．
【
 

n
ソ
 

(5）広報かなぎ 

王
「
」一
一
 

金
津
智
恵
美

（
嘉
瀬
）
 

金
木
町
の
シ
ン
ボ
ル
 

~J三F叫里」ど．罵奪讐 
今
 
優
輔
（
喜
良
市
）
 

ぼ
く
は
よ
く
公
民
館
に
行
き
ま

す
。
だ
か
ら
楽
し
い
行
事
が
た

く
さ
ん
あ
れ
ば
い
い
で
す
。
 

前
田
 
祥
乃
（
喜
良
市

）
 

私
た
ち
の
喜
良
市
小
学
校
。
 

喜
良
市
小
学
校
は
三
味
線

が
有
名
で
す
。
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ブミ夜又 
泉谷 優太（川倉） 
『金木町のほこり』 

吉崎 航（嘉瀬） 
今年はがんばるぞー 
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小字校吹登繊都 迎 

クリスマスコンサー 

と 

心いやされる演奏会 
金木病院で12月22日、金木小学校吹奏楽部による

慰問演奏が行われました。 

演奏会は「患者さんや病院職員、集まった町民の

方たちに年末のプレゼントとして生の音楽演奏を聴

いてもらいたい」と金木小学校吹奏楽部が毎年行っ

ています。この日は、3-6年生の部員41人が金木

病院を訪れ「ふるさと」「イエスタディ」「美空ひば

りメドレー」「慎吾ママのおはロック」 などお馴染

み曲を次々と披露。ロビーにはフルートやクラリネ

ットなどの美しいハーモニーが響き渡り、集まった

人たちから大きな拍手が送られていました。 

ノII倉に待望のふれあいセンター完成 
県営奥津軽地区中山間地域総合整備事業を受けて建設された 

「川倉ふれあいセンター」が完成し、12月26日に関係者や地区

の住民ら約130名が出席して竣工・祝賀会が開催されました。 

竣工式では、鳴海町長をはじめとする代表者が玉串を奉莫。 

続く祝賀会で、鳴海町長が「地域のふれあいの場として末永く、 

大いに利用してください」 とあいさつし、センターの完成を祝

いました。 

同センターは、町の活性化を図るとともに都市との交流活動

などに利用する目的で建設され、鉄骨造平屋建て、床面積は 

658. 13げで広い駐車場が備えられています。施設内には地場産

品開発室、潰物加工体験室、ふるさと交流室、更衣室（シャワ 

ー付）などがあり、広い調理スペースやそばの加工機械がそろえられ、設備も充実しています。 

来年度には、同センターを利用して都市との交流を図る「体験農園」を実施する予定となっています。 

今年1年の厄難払い落とす 
1月 4 日、「金木町合同厄払い」 が中央公民館で開催され、 

今年大役を迎える男女103人が今年1年の厄除けを行いました。 

数え年で男性42歳、女性33歳は大厄にあたり、災難にあうお

それが多い年のため言動を慎むようにといわれています。今年

の厄払いには、昭和35年 4月 2日から36年 4 月 1日生まれの男

性49人と昭和44年 4 月 2 日から45年 4 月 1日生まれの女性54人
が参加。 

式では、出席者一人ひとりの名前が記された祝詞を神主が奏

上し、代表者が玉串を奉箕。厳粛な雰囲気の中、厄払いの神事

が行われました。 

式後の祝宴では、実行委員を代表し泉谷和宏さんが「無事に

厄払いを終え、21世紀の始まりに光明を見い出すことができま

した」とあいさつ。続いて角田助役が「皆さんは働き盛りの年

代ですが厄年は自分の足跡を振り返る良い機会です。これを機

にますます活躍されることを願います」 と祝辞を述べ、出席者

を激励していました。 

広報かなぎ（6) 
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源
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。
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ま ち の 

町の飛躍を誓い合う！町民新年の集LJ 
「平成13年町民新年の集い」が 1月 5日、町の各代表者や一般町民ら約 

200人が出席して中央公民館で開催されました。 

はじめに対馬裕子さんのピアノ伴奏に合わせて出席者全員で君が代と 1 
月 1日を斉唱。続いて鳴海町長が「新世紀を迎え、市町村合併がさけばれ

る中、金木町をどう生かして行くか考えなければならない。また下水道の

整備や金木川改修事業、教育環境の充実など多くの課題がありますが、今

後とも町政伸展のため尽力します」と年頭のあいさつを述べ、原田一責小

田川土地改良区理事長と今誠康町商工会長が年頭の抱負を述べました。 

この後、綾鶴会と扇謡会の皆さんが日本舞踊と津軽民謡手踊りをそれぞ

れ披露。出席者らは、21世紀の幕開けを祝うとともに町の発展を誓い合っ

ていました。 

町民を対象に膚町村合併勉鞍会 
中央公民館で1月10日、全町民を対象とした「市町村合併勉強

会」が開催されました。 

勉強会には約70人が出席。鳴海町長のあいさつに続き、講師の

県地方課職員が市町村の現状と課題、合併の必要性やメリット・

デメリット、県が推進する合併パターン、県や国の支援策などに

ついて説明しました。 

その後の質疑応答では、鳴海町長が市町村合併は町民の意志が

重要であることから、①年度内に町内全世帯に対しアンケート調

査を実施し、その結果を町民にお知らせしたい。②金木町が有利

になる方向で検討したい。などと当面の方針を示しました。 

(7）広報かなぎ 


